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࿦ɹจɹཁɹࢫ

ɹ黒塚古墳ग़౔三角縁神獣鏡 33 面の鋳造ٕ๏とഎ面の切削・

研磨ʹؔ͢ΔࣩօௐࠪΛ͓͜ͳͬͨɻຊ࿦Ͱ͸切削・研磨の程

度と鋳্͕Γ程度のؔ࿈Λத৺ʹ͢࡯ߟΔɻ33 面͸ɺ研磨ޫ

୔Λલఏとͨ͠എ面จ༷のҙঊදݱΛे෼ʹ࣮͠ݱͳ͍௿程度

の研磨͕ଟ͍ɻे෼ʹ研磨্ͨ͛͠࢓鏡Λʮ্の্ʯと͢Ε͹ɺ

33 面Ͱ࠷΋ߴ程度の � 面͕ʮ্のԼʯɺ�� 面ʢ3�ˋʣ͕ʮத

の্ʙԼの্ʯɺ�� 面ʢ��ˋʣ͕ʮԼのԼʯͰଞ͸தؒとͳΓɺ

33 面の্͛࢓ਫ४͸௿͍ɻ鋳্͕Γ程度と্͛࢓程度ʹ໌֬

ͳ૬ؔ͸ݟΒΕͳ͍͕ɺ鋳্͕Γ௿程度の 3 面͸ߴ্͕͛࢓

程度ͰɺԿΒ͔のৼΓ෼͚ج४͕͋ͬͨとਪଌͰ͖Δɻ縁֎ࣼ

面͕切
ㆌ㆕ ㆒

Լ切削・౐ੴ研磨のผʹΈ্ͨ͛࢓程度͸ɺ切Լ切削の

΋ののଟ͕͘ʮԼのԼʯͰɺ౐ੴ研磨のଟ͕͘ʮԼの্ʙதの

্ʯʹͳΓɺ縁֎ࣼ面͕切Լ切削の΋の͸े෼ͳ研磨の׬੒͔

Β࠷΋ԕ͘ʹ͋Γɺ্͛࢓ख਺のগͳ͍鏡と͍͑Δɻซͤͯɺ

の࣍ � ͭの造ᝎํ๏の໰୊Λఏͨ͠ىɻ33 面͸ະ研磨ࣃڒจ

͕ଟ͍͜と͔Βࣃڒจのӄࠁ造笵ํ๏Λ � ෼ྨͨ͠ɻ鏡縁の

ਖ਼ԁ度ΛਤͰఏࣔ͠鏡ମ造ᝎの൨ܕ๏と᫛᫡๏౳のՄೳੑΛݕ

౼ͨ͠ɻऀޙ͸ܧଓͯ͠ผߘͰৄ͢࡯ߟʹࡉΔɻ

�



Ⅰ．はじめに

ʢ̍ʣܦҢ

ɹ黒塚古墳ग़౔三角縁神獣鏡 33 面ʢຊߘͰ͸黒塚鏡と

ʹطͿʣの切削研磨・鋳্͕ΓͳͲのௐࠪ݁Ռ͸ɺݺ 3

面ಉܗ � ߸・�� ߸・33 ߸鏡ʹ͍ͭͯผߘͰൃදͨ͠ �ʣɻ

ຊߘ͸全 33 面の程度のௐࠪ݁ՌΛҰׅใ͠ࠂɺその傾

向͔Β੡࡞ঢ়گΛݕ౼͢Δ΋のͰ͋Δɻ33 面の切削・

研磨ɺ鋳造程度評価͸ʮද �ʯɺ鋳造程度ผの切削・研

磨の傾向͸ʮද �ʯɺ縁֎ࣼ面の切
ㆌ ㆕ ㆒

Լʢય
㆛㇓

と΋͏ݴʣ�ʣ・

౐ੴ্͛࢓ผの縁಺ࣼ面ΑΓ಺ଆの切削研磨傾向͸ʮද

3ʯɺ33 面の֎۠のࣸਅ͸ʮਤ � ʙ 33ʯͰࣔͨ͠ɻ

ɹͳ͓ɺ三角縁神獣鏡Λຊ֨తʹҰׅௐࠪ͢Δ͜と͸ɺ

චऀʹとͬͯ黒塚鏡 33 面͕ॳΊͯのݧܦとͳΔɻ

ʢ̎ʣ切ԼʹΑΔ切削と౐ੴʹΑΔ研磨

ɹ切Լ͸ � ͭの面Λ౐͍ͰͰ͖ΔྏઢΛਕとͯ͠ɺҰ

ൠతʹ͸खલʹҾ͍ͯ͜のਕΛ੨ಔʹ͘ڧ౰ͯͯ切削

͢Δɻߴ୸ૉ߯のް͞ � ʙ �ᶱ΄Ͳのࡉ௕͍௚ํମの൘

ͰɺްΈとͳΔଆ面と൘のදཪ面Λ౐͍ͰྏઢʹਕΛ࡞

Δɻ෯��ᶱʷ௕͞���ᶱʷް͞3ᶱの൘ঢ়とԾఆ͢Δとɺ

෯ลのྏઢΛਕと͢Δ৔߹とɺ௕ลのྏઢΛਕと͢Δ৔

߹͕͋Γɺ෯ลの৔߹͸ยखʹͪ࣋ɺ௕ลの৔߹͸྆ख

Ͱͭ࣋ɻ྆ฑΛ෇͚Ε͹྆खͪ࣋͸͘ڧʹߋҾ͚ਂ͘ૣ

͘切削Ͱ͖Δɻ鏡面΍縁֎ࣼ面͸௕ลのਕΛ྆खͪ࣋Ͱ

と͕Ͱ͖Δ͕ɺ縁಺ࣼ面͸֎۠面と࿈ଓ͢ΔͨΊ͜͏࢖

ʹɺ෯ลのਕΛͨͬ࢖Մೳੑ͕͍ߴɻ切Լʹ͸࡫の༿の

ԬͰߴ஍の࢈ثͳͲのΑ͏ʹઌ͕ઑΔ΋の͕͋Γɺಔܗ

͸͜ΕΛ࡫
㆕㆕㆛㇓

યɺ্هの௕ํܗʢ௚ํମʣの΋のΛฏ
ㆲ㇉㆛㇓

યと

ลのྏઢΛਕとͯ͠ԣํ向ހӈࠨのܗ༿࡫ય͸࡫ͼɺݺ

ʹಈ͔ͯ͠切削͢Δɻߴ͍ߗऎ੨ಔ鏡Λ଎͘切削͢Δʹ

͸ྗのࠐΊ΍͍͢ฏયの΄͏Ͱ͋Ζ͏ɻਕとͳΔྏઢの

� 面の角度͸ɺ�� 度͔ΒӶ角の΋の͕͋Δɻ

ɹ切Լのߴ୸ૉ߯の࣭ʢ୸ૉྔʣ΍ম͖ೖٕज़のߴ௿ʹ

Αͬͯɺ࢖༻தの削Ε۩߹の௿Լ଎度͕ҟͳΔͨΊɺ切

削࢖༻தʹ͏ߦ切Լのਕ౐͗のִؒؒ࣌͸༷ʑͰ͋Δɻ

3� ෼΄Ͳ࿈ଓͯ͠切削͢Δؒʹ਺ճ程度の切Լਕの౐

͗Λ͓͜ͳ͏͜と͸௝͍͜͠とͰ͸ͳ͍ɻ切Լ͸සൟʹ

ਕ౐͗Λ͢Δ͜とɺෳ਺ݸの౐ੴͰਕ౐͗Λ͢ΔՄೳੑ

͕༗Δ͜とɺ���� ೥ʹೆΠϯυ・έϥϥभのߴऎ੨ಔ

ࢃͳ࠭Λࡉ໦ͳͲʹඍߗΘͣ࢖ɺ౐ੴΛͨݟ๪Ͱ޻のث

͍ͯその࠭ͰਕΛ౐͙ํ๏͕༗Δ͜とͳͲ͔Βɺෳ਺鏡

の縁֎ࣼ面ʹ࢒Δ切Լਕのই͕ಉ͡ͳΒಉ͡切ԼͰಉ࣌

ҟͳΔ͕͜ظ࣌༺࢖切削ͨ͠と෼͔Δ͕ɺҧ͏ই͕ʹظ

とのূڌʹ͸ͳΓʹ͍͘ɻ͋Β͔͡Ί४උͨ͠ෳ਺の切

ԼΛಉظ࣌ʹෳ਺の鏡ʹແ࡞ҝʹ࢖༻͢Δ͜と΋͑ߟΒ

ΕɺಉইͳΒಉظ࣌と͍͏͜と͚͕ͩஅఆͰ͖Δɻຊௐ

ࠪͰ͸ � 面の鏡ʹԿछྨの切Լのਕই͕͋Δの͔ɺಉܗ

鏡のਕইのಉҟ͸͋Δの͔ͳͲのݕ౼͸͍ͯͬߦͳ͍ɻ

ɹਤ �� の � ߸鏡の縁಺ࣼ面と֎۠֎ଆࣃڒจͳͲʹ͸

ૈ໨の౐ੴ研磨ࠟ੻͕࢒Δɻૈ໨౐ੴのࡉʹޙ໨౐ੴͰ

研磨͕ͨ͠ૈ໨౐ੴ੻ʢইʣΛ౐͗ফ͢·Ͱʹ͸ͯͬࢸ

͍ͳ͍Մೳੑ͕͍ߴɻਤ �� ͔Β֎۠֎ଆࣃڒจの研磨

ࠟ੻͕ܗހͰ֓ͶԁݍઢͳͲとಉํ向Ͱ͋Δ͜と͕෼͔

Δɻ� ߸鏡の縁಺ࣼ面͸ʢ�ɿ�� ˓ɿ˔ 3ʣɺ֎۠֎ଆڒ

��จ͸ʢ�ɿࣃ ˓ɿ˔ �
�
3ʣと͍͏程度評価Ͱ͋Γʢ͜

の˓˔のදهのৄࡉ͸ද � のຌྫΛࢀরʣɺಛʹ֎۠֎

ଆࣃڒจ͸研磨程度の༷ʑͳߴ௿͕͍ࠞͯ͠ࡏΔɻ͜Ε

とؔ࿈ͯ͠ૈ໨の౐ੴࠟ੻͕໌ྎʹ࢒ΔとࢥΘΕΔɻૈ

໨౐ੴͰ鋳ഽΛ౐͗མͯ͠ฏ׈ͳ面Λઌͣͭ͘Γɺ࣍ʹ

໨౐ੴͰૈ໨౐ੴの౐͗ইΛফ͠ͳ͕Β៛ີ面ʹ౐͗ࡉ

ग़͢ํ๏͕鏡എจ༷ͳͲΛޫ୔面ʹ্͛࢓ΔͨΊのҰൠ

తͳखॱͰ͋Ζ͏ɻෆे෼研磨ʢ˔ʣのࣃڒจのઌ୺ͩ

͚の研磨Օॴʹ͸ૈ໨౐ੴࠟ੻͕ແ͘ࡉ໨౐ੴࠟ੻͚ͩ

Ͱ͋Δ͜とͳͲ͔Βɺૈ໨Λ࢖Θͣࡉ໨౐ੴ͚ͩʹΑΔ

研磨ͩͬͨと͑ߟΒΕΔɻจ༷のஈࠩʹਕ͕ͻ͔͔ͬΔ

৔߹͸切ԼΛ༻͍ͣɺૈ໨౐ੴ˰ࡉ໨౐ੴのॱͰฏ׈面

ʹ研磨͢Δ͕ɺ黒塚鏡΄とΜͲの鏡എ面の研磨程度͕͔

ͳΓ௿͍ͨΊɺ௨ৗのखॱ΍ํ๏Ͱ͸ͳ͔ͬͨՄೳੑ͕

͋Δɻޙࠓɺ切Լࠟ੻ɺૈ໨・ࡉ໨の౐ੴইのҐஔ΍ํ

向ͳͲΛௐࠪ͢Ε͹研磨޻程΍ঢ়໌͕گΒ͔ʹͳΔとࢥ

͑Δɻ

ʢ̏ʣࣃڒจの造ᝎと縁಺ࣼ面のਖ਼ԁ度の໰୊

ɹ黒塚鏡のจ༷͕ತܗ・ತઢͰ͋Δ͜と͔Βࢪܕݪจ๏

Ͱ͸ͳ͘ᝎӄࢪࠁจ๏と͑ߟɺࣃڒจの造ᝎʹෳ਺のछ

ྨ෼͚͕Մೳ͔ݕ౼ͨ͠ɻະ研磨ࣃڒจʹの͜Δ造ᝎࠟ

੻とࣃڒจの三角ܗのܗঢ়Ͱ෼ྨΛࢼΈͨɻ

ɹ縁಺ࣼ面Լ角の୩ઢの͕ހਖ਼ԁͰͳ͍͜と͸ɺ൨൘Λ

ճస͢ΔҰൠతͳ൨ܕ๏Ͱ͸͜ىΒͳ͍ݱ৅Ͱ͋Γɺそ

3�

黒塚古墳三角縁神獣鏡全 33 面の切削研磨程度・鋳造程度の評価とその傾向
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1
0
％

1
2
6

号
△

▲
3

●
3

●
1

3
：

7
 

●
1

：
×

●
1

●
1

5
：

5
 

●
1

：
×

×
×

×
×

×
×

4
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
A

B
Ⅱ

Ⅱ
 

1
0
％

1
2

号
○

9
:1

 
○

:
●

1
○

●
3

●
2

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
×

×
×

×
×

×
×

○
×

B
A

Ⅰ
Ⅱ

 
1
0
％

0
3
1

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
－

A
B

Ⅱ
Ⅰ

 
7
0
％

＜
1
面
（
同
形
鏡
無
し
）
＞

  
1
 号

△
×

=
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
4
 ×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
－

－
A

A
Ⅱ

Ⅱ
 

1
0
％

2

  
3

号
○

3
:1

 
○

:
×

=
7
:5

 
●

3
:
×

×
×

×
×

=
×

×
×

×
=

×
×

×
×

×
×

=
×

×
1
:8

 
×

:
●

×
A

B
Ⅱ

Ⅱ
 

1
0
％

4

  
4

号
○

×
=

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
×

×
×

×
×

×
×

○
×

A
A

Ⅱ
Ⅰ

 
8
0
％

5

  
5

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

4
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
－

－
A

A
Ⅱ

Ⅱ
 

3
0
％

2

  
6

号
△

▲
3

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
4
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
A

A
Ⅱ

Ⅱ
 

2
0
％

1

  
7

号
○

9
:1

 
○

:
●

3
×

5
:5

 
○

:
●

1
,2

,3
×

×
×

×
×

×
×

×
×

4
 ×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
5
:5

 
○

:
●

3
－

A
A

Ⅱ
Ⅰ

 
未

記
録

2

�



「
×

」
⇒

未
研

磨
、
　

「
△

」
⇒

十
分

な
切き

さ
げ 下

切
削

、
　

「
○

」
⇒

十
分

な
砥

石
研

磨
、
　

「
▲

」
⇒

不
十

分
な

切
下

切
削

、
　

「
●

」
⇒

不
十

分
な

砥
石

研
磨

、
　

「
－

」
⇒

錆
・

土
な

ど
で

不
明

、
「
=
」

⇒
該

当
部

分
な

し
、

「
×

」
⇒

地
肌

面
未

研
磨

【
切

削
・

研
磨

に
つ

い
て

】
＊

未
研

磨
は

、
切

下
痕

跡
や

砥
石

痕
跡

が
全

く
無

く
、

鋳
造

の
ま

ま
の

鋳
肌

面
の

も
の

。
＊

十
分

な
切

下
切

削
△

は
、

削
り

方
向

に
対

し
て

お
お

む
ね

直
角

方
向

の
独

特
の

び
び

り
線

と
、

削
り

方
向

の
無

数
の

細
い

線
（
切

下
の

刃
傷

を
写

し
取

っ
た

線
）

が
認

め
ら

れ
、
 鋳

肌
が

残
ら

な
い

も
の

。
＊

十
分

な
砥

石
研

磨
○

は
、

面
が

平
滑

に
研

が
れ

滑
ら

か
で

、
研

ぎ
面

の
角

が
丸

ま
ら

ず
シ

ャ
ー

プ
な

も
の

。
拡

大
し

て
研

磨
凹

線
（
砥

石
の

傷
線

）
が

確
認

で
き

、
鋳

肌
や

切
下

痕
跡

が
残

ら
な

い
も

の
。

＊
不

十
分

な
切

下
切

削
▲

は
、

鋳
肌

が
な

く
な

る
ま

で
切

下
切

削
し

て
い

な
い

も
の

で
、

上
記

の
切

下
痕

跡
が

あ
る

も
の

。
＊

不
十

分
な

砥
石

研
磨

●
は

、
鋳

肌
や

切
下

痕
跡

が
な

く
な

る
ま

で
研

磨
し

て
い

な
い

も
の

や
、

鋸
歯

文
の

二
等

辺
三

角
形

の
等

辺
凸

線
の

先
端

の
み

が
削

ら
れ

た
よ

う
な

も
の

。
＊

不
十

分
な

仕
上

げ
加

工
の

▲
と

●
の

程
度

を
「
1
」

「
2
」

「
3
」

で
次

の
よ

う
に

示
す

。
「
1
」

=
鋳

肌
面

が
多

く
、

わ
ず

か
に

切
削

・
研

磨
の

痕
跡

が
残

る
も

の
で

、
仕

上
げ

程
度

が
「
低

」
の

も
の

（
●

1
は

×
に

近
い

低
程

度
）
。

「
2
」

=
お

よ
そ

　
 半

分
程

度
の

仕
上

げ
程

度
の

も
の

。
「
3
」

=
わ

ず
か

な
箇

所
に

未
仕

上
げ

部
分

が
残

り
十

分
で

は
な

い
が

、
△

○
に

近
い

「
高

」
程

度
の

も
の

（
●

3
は

○
に

近
い

高
程

度
）
。

＊
異

な
る

仕
上

げ
加

工
程

度
が

混
在

す
る

場
合

は
、

「
9
 :

 1
 /

 ●
3
 :

●
1
」

の
よ

う
に

、
面

積
9

割
が

「
高

」
（
●

3
）

/
面

積
1

割
が

「
低

」
（
●

1
）

の
よ

う
に

示
す

。
1
3

方
格

銘
は

砥
石

研
磨

と
、

手
擦

れ
の

も
の

が
あ

り
、

研
磨

面
が

砥
石

で
平

　
 面

に
な

っ
た

も
の

を
●

で
表

記
し

た
。

3
3

面
を

通
し

て
乳

の
研

磨
は

３
３

号
鏡

の
外

側
乳

の
4

個
の

う
ち

の
1

個
の

み
に

認
め

ら
れ

、
鈕

座
外

側
の

小
乳

を
除

い
て

、
「
1

：
3
/

●
：

×
」

と
表

記
し

た
。

＊
内

区
・

鈕
区

の
地

肌
面

は
一

覧
表

に
記

し
て

い
な

い
が

未
研

磨
で

あ
る

。
鋳

バ
リ
の

除
去

な
ど

の
研

磨
は

含
め

て
い

な
い

。

【
そ

の
他

に
つ

い
て

】
＊

2
5
．

鋳
上

が
り

の
程

度
を

「
A

」
「
B

」
「
C

」
で

次
の

よ
う

に
示

す
。

鋳
肌

の
荒

れ
は

、
微

細
な

凸
形

（
鋳

型
面

の
微

細
な

窪
み

や
穴

に
青

銅
が

流
れ

た
凸

形
）

が
作

る
ざ

ら
つ

き
や

砂
肌

感
、

あ
る

い
は

ピ
ン

ホ
ー

ル
な

ど
の

程
度

で
判

定
し

た
。

　
 「

A
」

=
鋳

肌
が

緻
密

、
文

様
が

鮮
明

、
鋳

肌
に

荒
れ

が
な

く
程

度
が

「
高

」
の

も
の

。
「
B

」
=

鋳
肌

に
荒

れ
が

あ
り

、
文

様
が

や
や

不
鮮

明
な

も
の

。
「
C

」
=

鋳
肌

の
緻

密
さ

、
文

様
の

鮮
明

さ
な

ど
が

極
め

て
悪

く
程

度
が

「
低

」
の

も
の

。
な

お
、
  

  
  

3
面

同
形

の
2

号
・

2
7

号
・

3
3

号
の

み
、

「
A

」
の

中
で

も
さ

ら
に

高
程

度
の

2
7

号
を

「
A

+
」

と
表

記
し

た
。

他
3
0

面
に

関
し

て
は

A
+

を
設

け
ず

、
A

・
B

・
C

の
3

程
度

に
区

分
し

た
。

A
+

は
A

に
含

め
て

3
3

面
の

傾
向

を
検

討
し

た
。

＊
2
6
．

鋳
引

け
の

程
度

を
「
A

」
「
B

」
「
C

」
で

次
の

よ
う

に
示

す
。

鋳
引

け
は

、
鋳

込
み

後
の

青
銅

凝
固

収
縮

で
面

が
窪

ん
だ

り
文

様
が

朦
朧

と
し

た
鋳

肌
に

な
る

現
象

を
言

う
。

堰
か

ら
の

湯
が

当
た

り
続

け
た

鋳
型

面
が

加
熱

さ
れ

、
他

よ
り

凝
固

　
 が

遅
れ

る
部

分
が

強
く

収
縮

し
て

こ
れ

ら
の

鋳
造

欠
陥

の
現

象
が

起
こ

る
。

　
 「

A
」

=
鋳

引
け

の
欠

陥
が

な
い

も
の

。
「
B

」
=

狭
い

面
積

に
鋳

引
け

、
あ

る
い

は
弱

い
鋳

引
け

が
あ

り
、

欠
陥

の
程

度
が

「
低

」
の

も
の

。
「
C

」
=

広
い

面
積

に
鋳

引
け

、
あ

る
い

は
強

い
鋳

引
け

が
あ

り
、

欠
陥

の
程

度
が

「
高

」
の

も
の

。
＊

2
7
．

き
ら

わ
れ

肌
は

、
高

温
の

注
湯

と
鋳

型
面

に
あ

る
有

機
物

や
水

分
が

反
応

し
て

ガ
ス

を
発

生
し

、
注

湯
と

鋳
型

面
の

間
に

ガ
ス

が
止

ま
り

、
笵

の
鋳

型
面

に
注

湯
が

密
着

し
て

微
細

な
鋳

型
面

形
状

を
青

銅
が

写
し

取
る

こ
と

を
妨

げ
る

現
象

を
「
湯

 　
が

鋳
型

面
に

嫌
わ

れ
た

」
と

言
い

、
面

が
光

沢
を

持
つ

ヌ
メ

リ
と

し
た

肌
に

、
文

様
が

光
沢

を
持

つ
朦

朧
肌

に
な

る
。

鋳
引

け
と

異
な

り
肌

が
緻

密
で

光
沢

を
持

つ
。

こ
の

程
度

を
「
Ⅰ

」
「
Ⅱ

」
で

次
の

よ
う

に
示

す
。

「
Ⅰ

」
=

地
肌

面
に

ぬ
め

り
と

し
た

光
沢

が
あ

り
ざ

ら
つ

い
た

砂
肌

感
が

な
く

、
銘

や
文

様
凸

線
の

頂
部

や
鋸

歯
文

の
角

が
丸

ま
り

鈍
角

で
ヌ

メ
リ
程

度
が

「
高

」
の

も
の

。
「
Ⅱ

」
=

地
肌

面
の

ヌ
メ

リ
と

し
た

光
沢

が
弱

く
砂

肌
感

が
や

や
あ

り
、

銘
や

文
様

凸
線

の
頂

部
や

鋸
歯

文
の

角
が

顕
著

に
丸

ま
ら

ず
ヌ

メ
リ

程
度

が
「
低

」
の

も
の

。
ぬ

め
り

や
光

沢
が

無
く

砂
肌

の
も

の
は

稀
で

、
3
3

面
は

Ⅰ
・

Ⅱ
い

ず
れ

か
に

判
定

し
た

。
「
無

」
=

ヌ
メ

リ
や

光
沢

が
な

く
砂

肌
感

が
あ

り
、

文
様

が
鮮

明
に

鋳
出

さ
れ

た
も

の
で

、
 ご

く
稀

な
も

の
を

こ
の

評
価

と
し

、
多

く
は

Ⅰ
、

Ⅱ
い

ず
れ

か
に

判
定

し
た

。
＊

2
8
．

銀
白

色
の

程
度

を
「
Ⅰ

」
「
Ⅱ

」
「
－

」
で

次
の

よ
う

に
示

す
。

き
ら

わ
れ

肌
と

銀
白

色
肌

の
関

連
を

調
査

す
る

た
め

に
全

3
3

面
に

つ
い

て
銀

白
色

の
程

度
を

記
録

し
た

。
「
Ⅰ

」
=

お
お

む
ね

5
0
％

以
上

の
面

積
に

銀
白

色
面

が
認

め
ら

れ
、

　
 銀

白
色

程
度

が
「
高

」
の

も
の

で
、

そ
の

面
積

比
を

％
で

示
す

。
「
Ⅱ

」
=

錆
に

よ
っ

て
銀

白
色

が
弱

ま
り

、
お

お
む

ね
5
0
％

以
下

の
面

積
に

銀
白

色
面

が
認

め
ら

れ
る

も
の

で
、

そ
の

面
積

比
を

％
で

示
す

。
「
－

」
=

錆
に

よ
っ

て
銀

白
色

面
が

　
 確

認
で

き
な

い
も

の
。

＜
凡
例
＞

  
8

号
○

9
:1

 
○

:
●

3
=

3
:7

 
○

:
●

3
9
:1

 
○

:
●

3
×

9
:1

 
×

:
●

2
×

=
●

2（
＊

）
=

×
=

=
×

=
=

=
9
:1

 
×

:
●

×
×

×
9
:1

 
○

:
●

3
○

－
A

A
Ⅱ

Ⅱ
未

記
録

0

  
9

号
△

×
=

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

4
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
－

－
A

A
Ⅱ

Ⅰ
 

9
0
％

3

1
0

号
△

×
=

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

=
×

×
×

×
×

×
=

×
×

×
×

A
A

Ⅱ
Ⅰ

 
8
0
％

3

1
4

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
×

×
×

×
=

×
×

×
×

A
B

Ⅱ
Ⅰ 5
0
％

2

1
5

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

5
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
A

A
Ⅱ

Ⅱ
 

3
0
％

1

1
7

号
●

3
×

=
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
=

×
×

×
×

×
×

=
×

×
×

×
A

A
Ⅱ

－
3

1
9

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

A
A

Ⅱ
Ⅰ

 
8
0
％

2

2
1

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

=
=

=
×

×
×

×
×

×
－

A
B

Ⅱ
Ⅱ

 
3
0
％

3

2
2

号
○

×
=

×
=

×
6
:4

 
×

:
●

1
×

2
:8

 
×

:
●

1
×

×
×

×
=

×
×

×
×

×
×

=
×

×
－

－
A

A
Ⅱ

－
4

2
3

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

=
×

×
×

－
×

×
×

－
×

－
×

A
A

Ⅱ
Ⅱ

 
1
0
％

4

2
4

号
△

×
=

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

6
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
A

B
Ⅱ

Ⅱ
 

1
0
％

7

2
8

号
△

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

6
 ×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
A

A
Ⅱ

－
2

��

黒塚古墳三角縁神獣鏡全 33 面の切削研磨程度・鋳造程度の評価とその傾向



の͔Λ൑அ͢Δ͜と͸೉͘͠࠷΋໎ͬͨ൑ఆͰ͋Γɺࡲ
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鋳造の程度
面数

（　）%

切下・砥石 砥石研磨 (26・18・6 号の三角縁内斜面には切下痕跡が有り )

三角縁外斜面 三角縁内斜面
外区の

外側鋸歯文帯
内区外周文様帯の

斜面鋸歯文帯
鈕

鋳上
がり

鋳引
け

切下
切削

砥石
研磨

高程度 低程度 未研磨 高程度 低程度 未研磨 高程度 低程度 未研磨 高程度 低程度 未研磨

A A 19 (58) 11 (33)  8 (24)  7 (21)  1 ( 3) 11 (33)  6 (18)  0 ( 0) 13 (39)  0 ( 0)  2 ( 6) 16 (52)  4 (17)  0 ( 0)  6 (26)

A B 10 (30)  8 (24)  2 ( 6)  3 ( 9)  1 ( 3)  6 (18)  3 ( 9)  1 ( 3)  6 (18)  0 ( 0)  1 ( 3)  8 (26)  2 ( 9)  1 ( 4)  7 (30)

A C  1 ( 3)  1 ( 3)  0 ( 0)  0 ( 0)  0 ( 0)  1 ( 3)  0 ( 0)  0 ( 0)  1 ( 3)  0 ( 0)  0 ( 0)  1 ( 3)  0 ( 0)  0 ( 0)  0 ( 0)

B A  1 ( 3)  0 ( 0)  1 ( 3)  1 ( 3)  0 ( 0)  0 ( 0)  1 ( 3)  0 ( 0)  0 ( 0)  0 ( 0)  0 ( 0)  1 ( 3)  1 ( 4)  0 ( 0)  0 ( 0)

B B  2 ( 6)  0 ( 0)  2 ( 6)  2 ( 6)  0 ( 0)  0 ( 0)  2 ( 6)  0 ( 0)  0 ( 0)  1 ( 3)  0 ( 0)  1 ( 3)  2 ( 9)  0 ( 0)  0 ( 0)

　  計 33 20 (61) 13 (39) 13 (39)  2 ( 6) 18 (55) 12 (36)  1 ( 3) 20 (61)  1 ( 3)  3 ( 9) 27 (87)  9 (39)  1 ( 4) 13 (57)

切下切削・砥石研磨 砥石研磨

三角縁
外斜面の
仕上げ

面数

（　）%
三角縁内斜面 外区外側鋸歯文 外区内側鋸歯文 界圏鋸歯文 鈕

切下 砥石 未研磨 高程度 低程度 未研磨 高程度 低程度 未研磨 低程度 未研磨 高程度 低程度 未研磨

△（切下）20 (61) 1 ( 3)  4 (12) 15 (45)  2 ( 6)  1 ( 3) 17 (52)  2 ( 6)  1 ( 3) 17 (52)  2 ( 6) 17 (55)  1 ( 4)  0 (0) 12 (52)

○（砥石）13 (39) 0 ( 0) 10 (30)  3 ( 9) 10 (30)  0 ( 0)  3 ( 9)  4 (12)  2 ( 6)  7 (21)  0 ( 0) 12 (39)  8 (35)  1 ( 4)  1 ( 4)

計　 33 1 ( 3) 14 (42) 18 (55) 12 (36)  1 ( 3) 20 (61)  6 (18)  3 ( 9) 24 (73)  2 ( 6) 29 (94)  9 (39)  1 ( 4) 13 (57)

ද̎ɹ�黒塚古墳三角縁神獣鏡 33面の鋳造の程度ʢ鋳্͕Γ・鋳Ҿ͚ʣผの縁・鏡എ面の切削・研磨

ද̏ɹ�黒塚古墳三角縁神獣鏡 33面の三角縁֎ࣼ面の切Լ・౐ੴ্͛࢓ผの三角縁಺ࣼ面・鏡എ面の切削・研磨

(1) 各升目 ( セル ) 内の数値は、 「面数 （％）」 を示している。
(2) 切下痕跡は 20 面の鏡の縁外斜面と、 ３面 （26 ・ 18 ・ ６号鏡） の縁内斜面に有る。
(3) 砥石研磨の 「高程度」 は 「○」 と 「● 3」 の面積が 50％以上のもので、 「低程度」 はそれよりも低いものを指す。
(4) 外区の外側鋸歯文帯は上記 (3) の方法で評価した。
(5) 内区外周文様帯の斜面鋸歯文帯は上記 (3) で評価した。

(1) 三角縁外斜面の仕上げの 「○」 には 「● 3」 の高程度な 2 面を含んでいる。
(2) 各升目 ( セル ) 内の数値は、 「面数 （％）」 を示している。
(3) 砥石研磨の 「高程度」 は 「○」 と 「● 3」 の面積 50％以上で、 「低程度」 はそれよりも低いものを指す。
(4) 縁内斜面は程度評価は記さないで、 「切下」、 「砥石」、 「未研磨」 の別を記した。 切下と砥石が混在するものは砥石に含めた。
(5) 切下痕跡は一部の鏡の縁外斜面と縁内斜面に認められ、 砥石痕跡は一部の鏡の外区より内側鏡背面に認められる。
(6) 界圏鋸歯文は界圏を持たない鏡が 2 面有り、 計 31 面に対しての％を記している。
(7) 鈕は錆で不明な鏡が 10 面有り、 判定できる残り 23 面に対しての％を記している。

��

黒塚古墳三角縁神獣鏡全 33 面の切削研磨程度・鋳造程度の評価とその傾向



図 1　2号鏡  （2・27・33 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 2　27 号鏡  （2・27・33 号鏡は同形）
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「高」研磨。　

図 3　33 号鏡  （2・27・33 号鏡は同形）
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「高」研磨。

図 4　11 号鏡  （11・25 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「高」研磨。

図 5　25 号鏡  （11・25 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「高」研磨。

図 6　12 号鏡  （12・31 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は未研磨（×）。

図 7　31 号鏡  （12・31 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 8　13 号鏡  （13・26 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 9　26 号鏡  （13・26 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「低」研磨、内側鋸
歯文は「低」研磨。

図 10　16 号鏡  （16・18 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 11　18 号鏡  （16・18 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は未研磨（×）。

図 12　20 号鏡  （20・32 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「高」研磨。

�



図 13　32 号鏡  （20・32 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 14　29 号鏡  （29・30 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は未研磨（×）。

図 15　30 号鏡  （29・30 号鏡は同形）　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「高」研磨。

図 16　1 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 17　3 号鏡　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は未研磨（×）。

図 18　4 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 19　5 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 20　6 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 21　7 号鏡　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は未研磨（×）。

図 22　8 号鏡　
外区の外側鋸歯文は「高」研磨、内側鋸
歯文は「低」研磨。

図 23　9 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 24　10 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。
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黒塚古墳三角縁神獣鏡全 33 面の切削研磨程度・鋳造程度の評価とその傾向



度の౐ੴ研磨Λ͓͜ͳ͍ɺ3 面のͳ͔の �� ߸鏡͸།Ұɺ

縁಺ࣼ面͕े෼ͳ研磨の � 面ʹͳ͍ͬͯΔɻ鋳造ߴ程

度の "・"ɺ"・# の縁಺ࣼ面の౐ੴ研磨͸ߴ程度͕ �� 面ɺ

௿程度͕ � 面ɺະ研磨͕ �� 面Ͱɺ͜͜Ͱ΋ݕ౼面਺͕

3 面とগͳ͍΋ののɺ鋳造程度͕௿͍鏡͸縁಺ࣼ面͕ߴ

程度の౐ੴ研磨ʹࢸΔと͍͏ᐓ͛ͳ傾向͕ೝΊΒΕΔɻ

ʢ̏ʣ֎۠

ɹ֎۠の֎ଆࣃڒจଳの研磨͕ʮߴ程度ʯの΋の͸ ��

の޻ޙ程Ͱ౐ੴ研磨͍ͯ͠Δ͕ෆे෼Ͱ切Լࠟ੻͕࢒

Δɻ͜の఺ʹ͓͍ͯ΋縁֎ࣼ面と͸ҟͳΔɻ縁಺ࣼ面ʹ

程度の౐ੴ研磨Λͨ͠ߴ �� 面の͏ͪɺे෼ͳ研磨ʢ˓ʣ

ʹ͸Θ͔ͣ � 面Ͱɺ֎ࣼ面ʹൺ΂研磨͠ʹ͍͘縁಺ࣼ

面͸ԿΒ͔の౐͕͗͠࢒ଟ͘の鏡ʹ༗Δɻ3 面ʹ͸切Լ

ࠟ੻͕࢒Δ͕ɺ切ԼͰ切削͠ʹ͍͘ଞのଟ͘の縁಺ࣼ面

͸ɺ切ԼΛ༻͍ͳ͍Ͱɺ鋳ഽ˰౐ੴ研磨の޻程Ͱ͍͖ͳ

Γ研磨্ͯͨ͛͠࢓Մೳੑ͕͋Δɻ鋳造程度͕௿͍ #・

"ɺ#・# の 3 面ʢ��・��・�� ߸鏡ʣ͸ɺ͍ͣΕ΋ߴ程

図 25　14 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 26　15 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 27　17 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 28　19 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 29　21 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 30　22 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は「低」研磨。

図 31　23 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 32　24 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。

図 33　28 号鏡　
外区の外側鋸歯文は未研磨（×）、内側
鋸歯文は未研磨（×）。
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�� ߸鏡の研磨のߴ程度͸ଞ͔Βൈ͖ग़͍ͯΔ͜と͕෼

͔Δɻ·ͨɺ�� ߸鏡の縁֎ࣼ面͕˔ 3ɺ縁಺ࣼ面͕˓Ͱɺ

程度の縁Ͱ͋Δ͜と͔Β΋ɺ縁֎ࣼ面Λɺ切Լ˰౐ੴߴ

の޻程ॱʹ্ͨ͛࢓とਪଌͰ͖Δɻ͔͠͠ͳ͕Βɺ΋͏

� 面の௿程度 #・# の �� ߸鏡͸಺۠֎पจ༷ଳのࣼ面

จଳ͕ະ研磨ʢʷʣࣃڒจଳ͕ະ研磨ʢʷʣ΍֎۠಺ଆࣃڒ

Ͱɺ͜の鋳造௿程度の � 面ʹ鋳造程度と研磨程度の૬

ؔ͸ݟΒΕͳ͍ɻ

ɹքݍのࣼ面ࣃڒจଳΛͭ࣋鏡͸ 3� 面༗Γɺ͜のࣼ面

˔จଳΛ௿程度ʢࣃڒ �ʣͰ研磨ͨ͠΋の͸ ��・33 ߸

鏡の � 面͚ͩͰɺ͜の � 面͸಺۠֎पจ༷ଳのࣼ面ڒ

˔จଳ΋௿程度ʢࣃ �ʣͰ研磨͍ͯ͠Δɻ΄͔ �� 面の

քݍのࣼ面ࣃڒจଳ͸ະ研磨Ͱ͋Δɻ

ɹͳ͓ɺ಺۠֎पจ༷ଳʙ಺۠のൣғͰɺࣃڒจɺ۳ࣃ

จɺ໏ଳɺ神獣૾ͳͲのจ༷のؒの஍ഽ面ʹ切Լ切削΍

౐ੴ研磨のࠟ੻͸ೝΊΒΕͳ͍ɻ

ʢ̑ʣᭃ

ɹ͕ͯͬ͋ࡺ研磨の൑ఆ͕Ͱ͖ͳ͍΋の͕ �� 面༗Δɻ

Γの࢒ �3 面の͏ͪ �� 面͸研磨͕༗Γɺ�3 面͸ະ研磨

の鋳ഽͰ͋Δɻ�� 面の研磨͸ � 面͕ߴ程度ʢ˓と˔ 3ʣ

Ͱ � 面͕΍΍程度͕Լ͕Δɻᭃの研磨͕ߴ程度の � 面

͸ "・" ͕ � 面ɺ"・#ɹ͕ � 面ɺ#・" ͕ � 面ɺ#・# ͕

� 面Ͱɺ鋳造程度͕ߴʙ௿Ͱ͹Β͍͍ͭͯΔ΋ののɺ௿

程度の 3 面͸全ͯे෼ͳ研磨ʢ˓ʣʹͳ͍ͬͯΔɻᭃ͕

ະ研磨の �3 面͸ "・" ͕ � 面ɺ"・# ͕ � 面Ͱɺ鋳造程

度の௿͍ #・" ΍ #・# ͸ؚ·Εͳ͍ɻᭃະ研磨͸鋳造

ΒΕΔ͕ɺᭃ研磨͕鋳造௿程度の΋ݶʹ程度の΋のߴ͕

の͚ͩʹݶఆ͞Ε͍ͯΔΘ͚Ͱ͸ͳ͍ɻᭃ͕研磨͞Ε

ͨ �� 面の֎۠֎ଆࣃڒจଳ͸ � 面͕研磨Ͱɺ� ߸鏡の

� 面͕ະ研磨Ͱ͋Γɺ͜の � 面のྫ֎͕͋Δ΋ののɺ֎

۠֎ଆࣃڒจଳΛ研磨͢Δ΋の͸ᭃ΋研磨͢Δと͍͏傾

向͕ΈΒΕΔɻ

ʢ̒ʣখ݁

ɹ三角縁神獣鏡͸ɺଞの古୅੨ಔ鏡とಉ༷ʹɺ鏡എ面の

࡞จɺᭃͳͲΛ研磨ͯۜ͠ന৭のޫ୔面Λࣃจ΍۳ࣃڒ

Δҙঊʹͳ͍ͬͯΔɻಛʹɺࣃڒจଳ͸ฏ׈ʹ研磨ͨ͠

ޫ୔面の͓͓Αそのೋ౳ล三角͕ܗԁ্ހʹਫ਼ີʹฒ

ͼɺ૷০ޮՌΛߴΊΔɻᭃ͸鏡എ面のத৺Ͱޫ୔Λͯ࣋

面Ͱɺその͏ͪ಺ଆࣃڒจଳ΋ʮߴ程度ʯͰ֎۠の྆

程度の΋の͸ߴจଳ͕ࣃڒ � 面Ͱɺ͜ΕΒ͸鋳্͕Γ・

鋳Ҿ͚͕ "・" ʙ #・# Ͱ͹Β͍͍ͭͯΔɻ֎ଆࣃڒจ

ଳ͕ʮߴ程度ʯͰ಺ଆࣃڒจଳ͕ʮະ研磨ʢʷʣʯ͕ �

面͋Γɺ鋳্͕Γ・鋳Ҿ͚͕ "・" ʙ #・# Ͱಉ༷ʹ͹

Β͍͍ͭͯΔɻ֎ଆࣃڒจଳ͕ʮߴ程度ʯͰ಺ଆࣃڒจ

ଳ͕ʮ௿程度ʯ͕ � 面͋Γ͜Ε͸ "・" Ͱ͋Δɻ֎ଆڒ

จଳ͕ʮ௿程度ʯ͸ࣃ � 面͋Γɺ͜Ε͸಺ଆࣃڒจଳ

΋ʮ௿程度ʯͰ "・# Ͱ͋Δɻ֎ଆࣃڒจଳ ʮ͕ະ研磨ʢʷʣʯ

の΋の͕ �� 面͋Γɺ͜ΕΒの鋳造程度͸ "・" ʙ "・$

Ͱൺֱత͘ߴɺ#・"ɺ#・# の௿程度の鏡͸ؚ·Εͳ͍ɻ

͜の �� 面の͏ͪ �� 面͸಺ଆࣃڒจଳ΋ʮະ研磨ʢʷʣʯ

Ͱɺ� 面͸಺ଆࣃڒจଳ͕ʮ௿程度ʯͰ͋Δɻ"・" ͕

�� 面༗Γɺその͏ͪ �3 面͕֎ଆࣃڒจଳ͸ʮະ研磨ʯ

Ͱɺ΄͔ � 面͕ʮߴ程度ʯ研磨Ͱ͋Δ͜と͔Β͸ɺ"・

" と֎ଆ・಺ଆࣃڒจଳの研磨ʹ໌֬ͳ傾向͕༗ΔΘ͚

Ͱ͸ͳ͍ɻͳ͓ɺ಺ଆࣃڒจଳ͕ະ研磨の΋の͸��面Ͱɺ

ԿΒ͔の研磨͕༗Δ΋の͕ � 面Ͱ͋Δɻ鋳造程度͕ʮ௿

程度ʯの 3 面Λʢ֎ଆࣃڒจଳ研磨ɿ಺ଆࣃڒจଳ研磨ʣ

Ͱࣔͤ͹ɺ�� ߸鏡͸ #・"ʢ˔ 3ɿʷʣɺ�� ߸鏡͸ #・#

ʢ˓ɿʷʣɺ�� ߸鏡͸ #・#ʢ˓ɿ˓ʣとͳΓɺ֎ଆࣃڒ

จଳ͸ߴ程度研磨Ͱ͋ͬͯ΋ɺ಺ଆࣃڒจଳ͕ະ研磨の

΋の͕༗Γɺ鋳造程度の௿͍ 3 面ʹҰఆの傾向͸ແ͍ɻ

จଳの研磨͚ͩΛΈΔとɺ鋳造程度ʮ௿ʯ͕ࣃڒ۠֎ 3

面Ͱগͳ͍͕ɺ௿程度の鏡͸֎۠の֎ଆࣃڒจଳの研磨

程度͕͍ߴと͍͏ɺᐓ͛ͳ傾向͕ೝΊΒΕΔɻͳ͓ɺ֎

۠のࣃڒจଳ΍ෳઢ೾จの୩෦の஍ഽ面Λ切Լ切削ɺ౐

ੴ研磨ͨࠟ͠੻͸ແ͍ɻ

ʢ̐ʣ಺۠֎पจ༷ଳ͔Β಺۠

ɹ಺۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒจଳʢ֎۠・಺۠のڥքの

ࣼ面্のࣃڒจଳʣΛͨ࣋ͳ͍鏡͕ � 面༗Γɺ΄͔ 3�

面の͏ͪ͜のࣼ面ࣃڒจଳ͕ߴ程度研磨ʢ˓ʣ͸ �� ߸

鏡の � 面͚ͩͰ͋Δɻ�� ߸鏡͸ɺ鋳造程度͕ #・# Ͱ

΋௿程度の࠷ � 面の͏ͪの � 面Ͱ͋Δɻ�� ߸鏡͸ɺ縁

ʙᭃ͕ߴ程度研磨Ͱɺ֎۠のෳઢ೾จ΍ݍઢɺ۳ࣃจɺ

಺۠ݍઢͳͲ΋ߴ程度研磨ʢ˓ʣͰ͋Γɺ研磨程度と研

磨Ҭʹ͓͍ͯ 33 面のͳ͔Ͱ࠷΋ߴ程度ͳ研磨͕ҝ͞Ε

͍ͯΔɻ΄͔ 3� 面の಺۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒจଳ͸

3 面͕˔ � Ͱɺଞ͢΂͕ͯະ研磨ʢʷʣͰ͋Δ͜と͔Βɺ

����

黒塚古墳三角縁神獣鏡全 33 面の切削研磨程度・鋳造程度の評価とその傾向



Δ΋の͸౐ੴ研࢒程Ͱ౐ੴ研磨ʹͳΓɺ切Լࠟ੻͕޻࣍

磨ʹࢸΒͳ͍切Լࢭ·Γの్தऴྃの΋のɺ͋Δ͍͸ෆ

े෼ͳ౐ੴ研磨の΋のと͑ߟΒΕΔɻ͜の切Լ �� 面と

౐ੴ �3 面のผʹ縁಺ࣼ面ΑΓ಺ଆの研磨程度の傾向Λ

Δɻ͢౼ݕ

ʢ̍ʣ縁಺ࣼ面

ɹತۂ面の縁֎ࣼ面Λ切Լ切削͢Δ͜と͸ൺֱత؆୯Ͱ

͋Δ͕ɺ֎۠面と͕ܨΔԜۂ面の縁಺ࣼ面Λ切Լ切削͢

Δ͜と͸೉͍͠ɻそのͨΊʹ縁಺ࣼ面͸切ԼΛ༻͍ͣ౐

ੴ研磨͚ͩと΋͑ߟΒΕΔ͕ɺ�� ߸・�� ߸・� ߸鏡ʹ

͸切Լࠟ੻͕࢒Γɺ縁಺ࣼ面΋切Լ切削͍ͯͨ͜͠と͕

෼͔Δɻ಺ࣼ面Λ౐ੴ研磨͠ʹ͍͘͜と͸ɺ���ʢ ɿ˓̝ 3ʣ

Ҏ্のे෼ͳ研磨͕ 33 面の͏ͪ � 面とগͳ͍͜と͔Β

΋෼͔Δɻ͜ΕΒ � 面の縁֎ࣼ面͸全ͯ౐ੴ研磨ʢ˓ʣ

Ͱ͋Γɺ切Լࠟ੻͸֬ೝͰ͖ͳ͍ɻͳ͓ɺ಺ࣼ面のෆे

෼ͳ౐ੴ研磨の΄とΜͲ͸ɺ縁のԼ෦ʹ౐͕͗͠࢒ΈΒ

ΕΔɻ

ɹ縁֎ࣼ面͕切Լࢭ·Γの �� 面ʢ˚ʣの͏ͪ಺ࣼ面͕

ະ研磨の΋の͕ �� 面ʢ�� 面の ��ˋʣɺ切Լ切削・౐ੴ

研磨͕ � 面ʢ�� 面の ��ˋʣͰɺ縁֎ࣼ面͕౐ੴ研磨の

�3 面ʢ˓ʣの͏ͪ಺ࣼ面͕౐ੴ研磨の΋の͕ �� 面ʢ�3

面の ��ˋʣɺະ研磨͕ 3 面ʢ�3 面の �3ˋʣとͳΓɺ縁

֎ࣼ面͕切Լࢭ·Γの΋の͸縁಺ࣼ面΋ະ研磨͕ଟ͘ɺ

縁֎ࣼ面͕౐ੴ研磨ʹࢸΔ΋の͸縁಺ࣼ面のະ研磨͕গ

ͳ͍傾向ʹ͋Δɻ͜の傾向͸そΕͧΕの 3�� ʹΈΒΕɺ

ଞの ��� ͸傾向ʹؚ·Εͳ͍ͨΊɺۀ࡞্͛࢓ʹ͓͚

Δ͍ڧ౷੍͸͡ײΒΕͳ͍͕ɺᐆດͰ͸͋Δ΋ののԿΒ

͔のํ্͛࢓਑͕༗ͬͨのͰ͸ͳ͍͔とࢥΘͤΔɻ

ʢ̎ʣ֎۠֎ଆ・಺ଆࣃڒจ

ɹ縁֎ࣼ面切Լʢ˚ʣの͏ͪ縁಺ࣼ面切Լ・౐ੴの � 面

ʢ��・33・�3・��・̒߸鏡ʣ͸ɺ֎۠の֎ଆ・಺ଆڒ

程度研磨͕ߴจ͕ࣃ � 面ɺ௿程度研磨͕ � 面ɺະ研磨

͕ � 面ʹͳΔɻ֎۠֎ଆࣃڒจ͕研磨の鏡͸ɺその಺

ଆࣃڒจ΋研磨͠ɺᶃ縁֎ࣼ面ʢ˚ʣ˰ᶄ縁಺ࣼ面ʢ˛

͔˔ʣ˰ᶅ֎۠྆ࣃڒจʢ˔ʣとͳΔ鏡͕ 3 面ʢ��・

33・��߸鏡ʣɺᶅ͚͕ͩ྆ࣃڒจʢʷʣとͳΔ鏡͕�面ʢ�3・

̒߸鏡ʣͰɺᶃʢ˚ʣ˰ᶄʢ˛͔˔ʣ˰ᶅʢ˔ʣ͸黒塚

鏡಺ʹಉܗ鏡Λͭ࣋ 3 面の鏡ʹΈΒΕΔɻᶃ縁֎ࣼ面

͹ಉ༷のޮՌΛߴΊΔɻ鋳造程度と切削・研磨ʹ͍ͭͯ

ҎԼʹ·とΊΔɻ

ɹ黒塚鏡 33 面の֎۠の֎ଆ・಺ଆࣃڒจଳとɺ಺۠֎

पจ༷ଳ・քݍのࣼ面ࣃڒจଳの � Օॴのࣃڒจଳの

研磨ঢ়گΛ·とΊΔとɺ֎۠֎ଆࣃڒจଳ͸ �3 面͕研

磨ʢ�� 面͕˔ 3 Ҏ্ʣ˰֎۠಺ଆࣃڒจଳ͸ � 面͕研

磨ʢ� 面͕˔ 3 Ҏ্ʣ˰಺۠֎पจ༷ଳࣼ面ࣃڒจଳ͸

� 面͕研磨ʢ3 面͸˔ �ɺ� 面͸˓ʣ˰քࣼݍ面ࣃڒจ

ଳ͸ � 面͕研磨ʢ� 面͸˔ �ʣɺと鏡縁͔Β಺ଆʹ向͔

͏΄Ͳʹ研磨਺͕ݮগ͠程度΋௿Լ͢Δɻ಺ଆʹ向͔ͬ

ͯ研磨͕ݮগ͢Δ͜と͸ɺ֎۠֎ଆࣃڒจଳΛ研磨ͨ͠

�3 面の鏡ʹଟ͘ൃੜ͍ͯ͠Δݱ৅Ͱ͋Δɻ͢ͳΘͪ಺

ଆࣃڒจ͕研磨の΋の̕面͸ɺ� 面Λআ͍ͯଞ̔面͸֎

ଆࣃڒจ͕研磨͞Ε͍ͯΔɻ֎ଆࣃڒจ͕ະ研磨Ͱ಺ଆ

จ͕研磨͸ࣃڒ �� ߸鏡の � 面͚ͩͰ͋Γɺ͜の಺ଆڒ

˔จ͸ࣃ � Ͱ程度͕௿͍ɻࣃڒจଳの研磨面਺と程度ʹ

͸ɺ֎۠·ͰとそΕΑΓ಺ଆとͰ͕ࠩ͋Γɺ黒塚鏡 33

面͸֎۠·Ͱの研磨ҙ͕ࣝ͑࢕Δɻ͞Βʹɺ֎۠ʹ͓͍

ͯ΋֎ଆࣃڒจଳ研磨の面਺͕ଟ͍͜と͔Β͸ɺ鏡の֎

ଆの΄͏͕研磨ҙ͕͍ࣝߴɻ͜のҙࣝ͸ɺʮ鏡面͸全 33

面͕׬全研磨ʯ˰ʮ縁֎ࣼ面͸全 33 面͕切削ʢ�� 面ʣ・

研磨ʢ�3 面ʣʯ˰ʮ縁಺ࣼ面͸ �� 面͕研磨ʯɺと͍͏

鏡面研磨͔Βελʔτ͠ɺ縁˰֎۠˰಺۠と಺ଆʹ࿈ଓ

͠ͳ͕Β௿Լͨ͠と͑ߟΒΕΔɻそͯ͠ᭃ͚ͩ͸͜の࿈

ଓ͔Β֎Εɺʻද̎ʼのΑ͏ʹ͕ࡺແ͘൑ఆՄೳͳ �3

面の͏ͪ �� 面͕研磨͞Εɺಛผͳ研磨ҙ͕ࣝ༗ͬͨと

�Δ͕ɺ͑ࢥ ߸鏡͚ͩΛআ͍ͯଞ � 面͸全ͯ֎۠֎ଆڒ

Δɻ͑࢕จΛ研磨͍ͯ͠Δ͜と͔ΒԿΒ͔のؔ࿈͕ࣃ

ɹ֎ଆࣃڒจଳΛ研磨ͨ͠�3面͸鋳造程度͕͹Β͖ͭɺ

֎ଆࣃڒจଳ研磨と鋳造程度ʹ໌֬ͳ傾向͸ೝΊΒΕͳ

͍ɻ֎ଆࣃڒจଳ͕ະ研磨の �� 面͸鋳造程度͕͘ߴɺ

鋳造程度の௿͍ 3 面͸֎ଆࣃڒจଳΛߴ程度Ͱ研磨͠

͍ͯΔ͜と͔Βɺ͜ΕΒ研磨と鋳造程度ʹ͸ᐓ͛ͳ傾向

͕ೝΊΒΕΔɻ

Ⅳ．33 面の三角縁外斜面の切下・砥石仕上げ
別と三角縁内斜面・鏡背面の切削・研磨
程度の関係

ɹʻද 3 ʼのと͓Γɺ縁֎ࣼ面͕切Լ切削͕ �� 面ɺ౐

ੴ研磨͕ �3 面Ͱɺᶙɽʢ�ʣʹͨ͠هΑ͏ʹ切Լ切削の

��



削研磨程度評価Λऩूͯ͠΋傾向͕͚ͭݟΒΕͳ͍のͰ

͋Ε͹ɺنଇੑとෆنଇੑ͕ࠞ͢ࡏΔ͜と͜そ͕三角縁

神獣鏡の切削研磨の্͛࢓のಛ௃と͍͑ΔのͰ͋Ζ͏ɻ

ʢ̐ʣᭃ

ɹᭃʹ͕ࡺແ͘൑ఆ͕Մೳͳ �3 面の͏ͪ研磨͕֬ೝͰ

͖Δ΋の͸ �� 面༗Δɻ縁֎ࣼ面͕切Լ切削ʢ˚ʣの ��

面Ͱɺᭃの研磨͕൑ఆͰ͖Δ鏡͸ �3 面༗Γɺ縁֎ࣼ面

͕ʢ˚ʣͰᭃ研磨ʢ˓ʣ͸ 33 ߸の � 面͚ͩͰɺଞの ��

面͸全ͯᭃະ研磨ʢʷʣͰ͋Δɻ縁֎ࣼ面ʢ˚ʣ͸鏡എ

面の研磨͕΄とΜͲҝ͞Εͳ͍͕ᭃ΋ಉ༷ʹະ研磨Ͱ͋

Δͳ͔Ͱɺ33 ߸鏡͸ྫ֎తʹ研磨Λ͍ͯͬߦΔɻ33 ߸

鏡Λআ͘ɺᭃ研磨ʢ˓˔ʣ͕໌Β͔ͳ � 面͸全ͯ縁֎ࣼ

面ʢ˓ʣͰɺ͜の͏ͪ � 面͸縁಺ࣼ面と֎۠֎ଆࣃڒจ

�程度研磨Ͱ͋Δ͕ɺߴ͕ 面のଞ � 面の � ߸鏡͸縁֎ࣼ

面とᭃ͚͕ͩʢ˓ʣͰ縁಺ࣼ面ΑΓ಺ଆ͕ʢʷʣと͍͏

ྫ֎తͳ研磨Ͱ͋Δɻ縁֎ࣼ面ʢ˔ 3ʣͰᭃʹ͕ࡺແ͍

΋のͰᭃ͕ະ研磨ʢʷʣ͸ �� ߸鏡の � 面͚ͩͰ͋Γɺ

縁֎ࣼ面ʢ˓ʣの͏ͪ 3 面͸ࡺͰᭃの研磨͕ෆ໌Ͱ͋Δɻ

ɹ֓Ͷɺᭃʢʷʣ͸縁֎ࣼ面ʢ˚ʣͰɺᭃʢ˓ʣ͸縁֎

ࣼ面ʢ˓ʣͰͳ͓͔ͭ֎۠֎ଆࣃڒจʢ˓˔ʣの傾向͕

͋Γɺᭃと縁֎ࣼ面の研磨͸ൺֱతʹ૬͍ؔͯ͠Δɻ

ʢ̑ʣখ݁

ɹ三角縁神獣鏡の縁֎ࣼ面͕鋳ഽの··Ͱɺそ͜ʹ切அ

ͨ͠ԃ੻Λ͢࢒のͰ͸༨Γʹ΋ະ׬੒͍ڧ͕ײɻそのͨ

Ίʹ縁֎ࣼ面͸切Լ切削͚ͩͰऔΓસ͍ɺ縁಺ࣼ面・֎

ͰऴΘΒ্͛࢓௿の࠷と͍͏͢࢒··จΛ鋳ഽのࣃڒ۠

͍ͤͯΔ΋の͕ �� 面΋༗Δɻ࠷௿্͛࢓ͰऴΘΒͤΔ

͜と͸ɺ޻ۀ࡞ਓの൑அʹΑΔ΋のͰ͸ͳ͘ɺ三角縁神

獣鏡Λͭ͘ΒͤΔଆのҙਤと͑ߟΒΕΔɻ

ɹ鋳্͕Γ # の 3 面͸全ͯ縁֎ࣼ面ʢ˓ʣͰɺ鋳্͕Γ

" の 3� 面͸縁֎ࣼ面ʢ˚ʣ͕ �� 面ɺ縁֎ࣼ面ʢ˓˔ 3ʣ

͕ �� 面とͳΓɺ鋳্͕Γ " ʹ縁֎ࣼ面ʢ˚ʣとʢ˓˔ 3ʣ

ɺ鋳্͕Γ͠ࡏ͕ࠞ "・# と縁֎ࣼ面ʢ˚ʣʢ˓˔ 3ʣʹ

໌֬ͳ傾向͸Έ͑ͳ͍ɻ鋳্͕Γ # の 3 面ʹ͋ͬͯ͸ɺ

͍ͣΕ΋縁֎ࣼ面ʢ˓ʣと͍͏ᐓ͛ͳ傾向͕ΈΒΕΔɻ

ɹ縁֎ࣼ面ʢ˚ʣの鏡 �� 面͸縁಺ࣼ面ʢʷʣͰ֎۠྆

จʢʷʣ͕ࣃڒ �� 面༗Γɺ�� 面の͏͕ͪࡺແ͘ᭃの൑

ఆ͕Ͱ͖Δ �3 面のͳ͔Ͱ縁֎ࣼ面ʢ˚ʣͰᭃΛ研磨͠

ʢ˚ʣ˰ᶄ縁಺ࣼ面ʢʷʣ˰֎۠྆ࣃڒจʢʷʣ͸ɺ��

面ʢ縁֎ࣼ面˚の �� 面の ��ˋʣの鏡Ͱ͜ىΓɺ縁֎ࣼ

面ʢ˚ʣのଟ͕͘縁಺ࣼ面ʢʷʣ・֎۠྆ࣃڒจʢʷʣͰɺ

஫౬のԃ΍͋Δ͍͸Ψεの͕͋ΓΛ切அͨ͠縁֎ࣼ面্

の੻Λফͨ͢Ί͚ͩのɺ࠷௿ݶの切Լ切削Ͱऴ͍ྃͯ͠

Δɻ縁֎ࣼ面ʢ˚ʣ˰ 縁಺ࣼ面ʢʷʣ˰ จʢʷʣࣃڒ྆۠֎

の �� 面͸ɺ֎۠ΑΓ಺ଆΛ全͘研磨͍ͯ͠ͳ͍΋の͕

�� 面全ͯͰɺࡺͰᭃの研磨ෆ໌͕ � 面͋Δ΋ののଞ ��

面͸ᭃ͕ະ研磨Ͱɺᶃ縁֎ࣼ面˚˰ᶄ縁಺ࣼ面ʷの ��

面͸縁ΑΓ಺ଆのഎ面Λ研磨্͛͠࢓ͳ͍ํ਑͕༗ͬͨ

Մೳੑ͕͍ߴɻ

ɹ�3 面の縁֎ࣼ面͕౐ੴʢ˓ʣͰɺ縁಺ࣼ面͕ʢ˓˔˛ʣ

の鏡͸ �� 面༗Γɺその͏ͪ֎۠֎ଆࣃڒจ͕ʢ˓˔ʣͰ

಺ଆࣃڒจ΋研磨͠ ʢͨ˓˔ʣ鏡͸ � 面Ͱɺᶃ縁֎ࣼ面ʢ˓ʣ

˰ᶄ縁಺ࣼ面ʢ˓˔ʣ˰ᶅ֎۠֎ଆࣃڒจʢ˓˔ʣ˰ᶆ

֎۠಺ଆࣃڒจʢʷʣ͕ � 面༗Γɺ಺ଆʹ͘ߦ΄Ͳʹະ

研磨の鏡͕૿͑Δɻᶃ縁֎ࣼ面ʢ˓˔ʣ˰ ᶄ縁಺ࣼ面ʢʷʣ

͕ 3 面༗Γɺ͜ΕΒ͸縁಺ࣼ面ΑΓ಺ଆ͕֓Ͷະ研磨Ͱ

͋Δɻਤ 3�ʢ�� ߸鏡ʣ͸縁֎ࣼ面ʢ˓ʣɺ֎ଆࣃڒจʢʷʣ

Ͱ಺ଆࣃڒจ͕௿程度 ���ʢʷ � ˔ �ʣと͍͏ଞʹ͸ແ͍

ύλʔϯͰ͋Δ͕ɺ˔ � Ͱ͸಺ଆࣃڒจʹ͍ڧ研磨ҙཉ

͕͋ͬͨと͸͡ײΒΕͳ͍ɻ�� ߸鏡͸三角縁΍֎۠のܗ

ঢ়・ߏ੒͕ଞとҟͳΔɻ

ʢ̏ʣքࣃڒݍจ

ɹքࣃڒݍจΛ౐ੴ研磨ͨ͠鏡͸ � 面͚ͩͰɺ͍ͣΕ

΋程度͸˔ � Ͱ௿͘ɺ3 面ಉܗの �� ߸鏡・33 ߸鏡Ͱ͋

Δɻ֎ଆࣃڒจ͕ߴ程度研磨の �� 面͸ɺ縁֎ࣼ面ʢ˓

˔ 3ʣ͕ �� 面ɺʢ˚ʣ͕ � 面Ͱɺその � 面͕ �� ߸鏡・

33 ߸鏡Ͱ͋Δɻྫ֎తͳ͜の � 面Λද � ͰݟΔとɺ֎

จɺ۳ࣃڒจɺෳઢ೾จɺ಺۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒ۠

จ·Ͱのଟ͘のՕॴΛ΄΅ಉ程度ʹ研ࣃڒݍจͳͲքࣃ

磨͍ͯ͠Δɻ͜の͜と͔Β͸ �� ߸鏡と 33 ߸鏡Λಉॴ

Ͱ΄΅ಉ࣌ʹ研磨ͨ͠Մೳੑ͕͑࢕Δ͕ɺ3 面ಉܗの �

߸・�� ߸・33 ߸の͏ͪ � ߸͸縁֎ࣼ面ʢ˚ʣͰଞ � 面

とڞ௨͢Δ΋のの縁಺ࣼ面ΑΓ಺ଆ͸ᭃΛؚΊͯະ研磨

ͰɺಉҰ古墳のಉܗ 3 面の͏ͪ � 面͚ͩΛଞとಉ͡Α

͏ʹ研磨͍ͯ͠ͳ͍ɻ͜のΑ͏ʹɺ3 面ಉܗの研磨Ͱ �

面ಉ࣭と � 面ҟ࣭͕༗Γɺ黒塚鏡の切削研磨্͛࢓ʹ

ؔͯ͠͸ಾ͕ଟ͘ɺ͞ޙࠓΒʹଟ͘の三角縁神獣鏡の切

�3��

黒塚古墳三角縁神獣鏡全 33 面の切削研磨程度・鋳造程度の評価とその傾向



図 34  12 号鏡
（31 号と同形）

図 35  31 号鏡
（12 号と同形）

図 34　12 号鏡（31 号と同形）　

　X 線透過写真で確認できる内
部亀裂は、10 時～ 4 時の間の
櫛歯文帯や界圏の内側、鈕周
囲に弧状に有る。外区から縁
に抜ける亀裂が上部黒▼の位
置に 1 本有るが、外周突線と
縁内斜面下角の谷線の弧との
幅に内部亀裂は影響していな
い。縁の亀裂で左右に僅かに
広がっている可能性は有る。
　外周突線上の白破線正円 b
の中心点は鈕上の白点となる。
外周突線は概ね正円で、それ
に対して 10 時方向の縁内斜面
下角の谷線（白▽）と外周突
線との幅が他は約１㎜に対し
約 3 ㎜で顕著に広いことから、
縁内斜面下角の谷線は正円で
はないと考えられる。縁の頂
点の稜線上に、外周突線上の
白破線 b と同じ中心点の白破
線正円 a を置くと、縁両斜面
を研磨しているものの、ほぼ
正円上に頂点稜線が乗る。外
区内側端の角線は白破線正円
c とほぼ重なり、10 時方向が
白▽に連動して外側にずれて
いない。鈕座上の白破線正円 d
の中心黒点は外周突線の中心
白点より僅かに上にずれる。
　10 時方向の三角縁が同じ頂
角度で他より低い（笵陰刻が
浅い）か、縁断面三角形の頂
角度が鋭角である可能性が考
えられ、三次元的な形状の検
証が必要である。

図 35　31 号鏡（12 号と同形）　

　X 線透過写真で確認できる
内部亀裂は、10 時～ 1 時方向
の櫛歯文帯と界圏内側に弧状
に有り、他は 11 時神像周囲、
鈕周囲の図右半分などに僅か
で 12 号鏡より少ない。本鏡は
外周突線周辺は内部亀裂の影
響を受けていない。
　図 34 の 12 号鏡と同様に白
破線正円 a・b・cを縁稜線上・
外周突線上・外区内側端角線
に置いている。3 つの白破線
正円 a・b・c の中心点は鈕の
白点 1 つに概ね重なるが、図
34 の 12 号鏡の同じ中心点よ
りも図の下方向に下がってい
る。これは写真の撮影角度の
違いによるものである。
　10 時方向の外周突線と縁内
斜面下角の谷線の弧（白▽）
の幅が広いが、外区内側端の
角線 c の 10 時方向は谷線の弧
▽と連動してずれていない。
　12 号・31 号の堰の位置は確
定できない。10 時方向の外周
突線が明瞭に鋳出されている
ことなどから、10 時方向に堰
が有って鋳引けで縁内斜面が
窪んだのではない。
　挽板を上と下で固定して上
下にぶれなく回転させる現代
の挽型法では発生しない 10 時
方向の現象によって、特殊な
挽型法や轆轤挽法などを候補
に検証しなければならない。

a

c

b

d

a
b

c

図中▽が示す谷線が縁
内斜面下角の谷線の弧

��



図 36  12 号鏡
  （180°回転図）

図 37  31 号鏡 （図 35 の 180°回転図）

図 38  31 号鏡 （図 35 の 180°回転図）

図 37・38　 31 号鏡（図 35 の 180°回転図）

　12 号鏡と同形の図 35 の 31 号鏡を図 36 同様
に、180°回転して 10 時方向からのストロボ光線
で撮影した図 37 の 4 時方向（図 35 では 10 時）
と、図 38 の 10 時方向（図 35 では 4時）である。
図 37・38 のストロボの位置が、図 34 ～ 36 のス
トロボよりも低いために、図 37 の 4 時の白△の
縁内斜面下角の谷線の弧が明瞭に現れている。図
38 も図 37 とほぼ同位置の低いストロボであるた
め、10 時の灰▼が示す縁内斜面下角の谷線の弧
はいくぶん不明瞭になっている。同方向であって
もストロボの高低によって形状のみえかたが異な
る。
　本図 38 は、10 時の灰▼部分が不明瞭で、4 時
の白△が明瞭であるが、本図 37 は、4 時の白△
の縁内面下角の谷線の弧と外周突線の間の幅は、
他よりも明らかに広いと判断できる。
　図 37 の 4 時方向の三角縁の幅（俯瞰写真の縁
内斜面下角と縁外斜面下角を結ぶ位置）に、両端
に白点を持つ「白線 e」を置いた。図 37 のよう
に錆膨れで縁の稜線周辺に亀裂がみえることや、
縁内外斜面も錆剥がれの可能性が有ること、図
34 ～ 40 は筆者が付けバック（白色・灰色の背景
作りのため正確さに欠けるアウトライン切り取り
図）を作成していること、写真に歪みがあること
などから、検証に十分値する信頼度の高い資料で
はないが、図 34・35 の 10 時方向と、図 36 の 4
時方向の縁内斜面下角の谷線の弧と外周突線の間
の幅が、他よりもいくぶん狭くみえる。谷線の弧
と外周突線の間の幅が広いことと三角縁の幅が狭
いことは造笵のうえで関連し、三角縁の幅が狭く
なっても三角縁の頂部の稜線の正円度が高いとい
う条件を満たす黒塚鏡の鏡体のいくつかの造笵技
法の候補・予測を立て、3D スキャンのポリゴン
データからの断面図作成、寸法計測、角度計測な
どによる検証をおこなう必要がある。
　今後、ポリゴンデータを研究者間で共有すれば、
多くの視点で研究が進み、黒塚鏡の造笵方法は解
明されるものと思われる。

図 36　 12 号鏡（図 34 の 180°回転図）

　前掲の図 34 の 12 号鏡は 10 時方向から
のストロボ写真であるために、10 時方向の
縁内斜面が陰面になり下角の谷線の弧と外
周突線の間の幅が明瞭にみえるが、反対の
4時方向の幅は不明瞭になる。そのために、
ここでは図 34 の鏡の位置を 180°回転し
て、画面 10 時方向からのストロボ光線で
撮影した写真を示す。
　本図 36 の 4 時方向の白△が示す縁内斜
面下角の谷線の弧が図 34 で示す 10 時方向
の白▽と同位置で、本図 36 の 10 時方向の
灰▼は図 34 の 4 時方向になる。
　本図36と図34の同位置の比較によって、
光線方向の 10 時は 4 時方向にあるときよ
りも、縁内斜面下角の谷線の弧と外周突線
の間の幅が広くみえ、逆に 4 時は 10 時方
向にある時よりも狭くみえると分かる。1
時・7 時方向のみえかたも、実際の幅とは
異なっていると考えられる。
　光線方向でみえかたが異なるが、本図 36
の 4 時の白△が示すように、図 34 の 10 時
方向の縁内斜面下角の谷線の弧と外周突線
の幅は明らかに他よりも広い。
　3Dポリゴン図においても画面上で任意の
光線を設定して陰影をつくり立体的画像に
するため上記同様のみえかたが生じている
と考えられる。したがって、本件の幅寸法
の検討は、3D スキャンで得たポリゴンデー
タから作成する断面図が現時点で最も信頼
おける資料となる。　
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図40  31号鏡 （上が10時方向：図35を時計回りに60°回転して撮影した図）

図39  12号鏡 （上が10時方向：図34を時計回りに60°回転して撮影した図）

図 39・40　 12 号・31 号鏡の 10 時方向の形状

　図 34・35 の 12 号・31 号の 10 時方向を真上
に回転して比較した図である。12 号：縁外斜
面○⇒縁内斜面 9:1= ○：● 1 ⇒外周突線○⇒外
区外側鋸歯文● 3 ⇒外区内側鋸歯文×で、鋳上
がり B、鋳引け A で、31 号：縁外斜面△⇒縁内
斜面×⇒外周突線×⇒外区外側鋸歯文×⇒外区
内側鋸歯文×で、鋳上がり A、鋳引け B である。
縁内斜面～外区外側鋸歯文が未研磨の 31 号鏡
の 10 時方向をみれば、10 時方向に湯を注ぎ入
れた笵加熱による鋳引けが発生して縁内斜面が
外寄りに窪んだのではないと確認できる。
　白▽が指す谷線が縁内斜面下角の谷線の円弧
線である。両図の 10 時方向の▽の谷線と外周
突線の間の幅は約 3 ㎜で、他が約 1 ㎜で明らか
に 10 時方向は広く、約 2㎜の差が有る。
　白▽と類似する谷円弧線の形状は白点（○）の
外区と内区の間の斜面の下角の谷線になる。両
図の櫛歯文帯の幅が、10 時方向だけ顕著に広く
なってはいない。このように、白▽の谷線が正
円よりも外側に膨らんでいることに連動して白
点（○）位置の谷線が正円よりも鏡の外側に膨ら
んでいない。
　これらのことから、三角縁・外区・斜面・内
区が一体になった挽板の回転軸の上下を固定し
て、挽板が上下に波打たないように回転して造
笵する挽型法でこの笵がつくられたのではない
と考えることができる。また、三角縁の挽板と
その他の部分の挽板が分かれて別々に挽板を使
用したとも考えにくい。というのも、三角縁の
挽板が回転中に 10 時方向で浅くなるように傾
いて縁内斜面下角の谷線が外側に膨らんだので
あれば、そのぶん 4 時方向は挽板が深くなり、
図 34・35 の 4 時方向では外周突線よりも内側
に縁内斜面下角の谷円弧線がつくられることに
なるが、図 34・35 でみるように、そのように
はなっていない。これらから、三角縁から鈕ま
での一体の挽板を使用した挽型法とは考えられ
ないし、三角縁・外区・斜面・内区・鈕が別々
の挽板に分けて用いた挽型法とも考えにくい。
　12 号の 10 時方向の三角縁頂部の稜線は他よ
りも若干低く下がっているが、僅かな笵陰刻の
浅さで縁内斜面下角の谷線の弧が他よりも約 2
㎜外側に膨らむのか検証する予定である。
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๏Λީิʹݕޙࠓ౼͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍Ͱ͋Ζ͏ɻ鏡ମ

造ᝎΛ൨൘࢖༻の൨ܕ๏Ͱͨͬߦと͢Δと͖ʹ͸ɺਤ

3�・3� の �� ৅ݱのހ向の縁಺ࣼ面Լ角の୩ઢのํ࣌

ΛͲ͏͍ͬͨঢ়گの൨൘࣌༺࢖ʹൃੜ͔ͨ͠Λઆ໌͠ͳ

͚Ε͹ͳΒͳ͍ɻ᫛᫡൨๏と͢Δと͖ʹ͸ɺ᫛᫡切削޻

۩のઌ͕ɺ鏡縁༻ʹ三角൘ܗɺ֎۠・಺۠鏡ମ஍ഽ༻ʹ

௚ઢลΛͭ࣋൘ܗɺᭃ༻ʹԁހลΛͭ࣋൘ܗの 3छྨͰɺ

͜ΕΒΛผʑʹ࢖༻ͨ͠ՄೳੑΛؚΊͯݕ౼͠ͳ͚Ε͹

ͳΒͳ͍ɻ·ͨɺ縁಺ࣼ面Լ角の୩ઢのހとಉྨの֎۠

と಺۠のؒのࣼ面ʢ಺۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒจଳʣの

Լ角の୩ઢのހのਖ਼ԁ度ʹ͍ͭͯ΋஫໨͢Δඞཁ͕͋

Δɻ

ɹ���� ೥ � ݄ʹɺೆΠϯυ・έϥϥभのௐࠪͰ౔੡த

ۀ࡞Δ͢ܗΛखͰճ͢ԣ൨͖の᫛᫡൨๏Ͱճసମʹ੒ࢠ

Λ໨ʹ͠ɺ͜のと͖古୅鏡の鏡ମ͸᫛᫡൨͖ʹΑΔ造ᝎ

のՄೳੑ͕༗ΔのͰ͸ͳ͍͔とͨ͑ߟɻ縁಺ࣼ面Լ角の

୩ઢのހの࿪ΈͳͲΛ 3% εΩϟϯσʔλͰਖ਼֬ʹܗঢ়

Λఏࣔ͢Ε͹ɺ্هのީิのத͔Β࠷΋༗ྗͳ造ᝎํ๏

͕ࣔͤΔͰ͋Ζ͏ɻ

ɹ黒塚鏡のதʹ͸ԃपล͕ݻڽऩॖͰ鋳Ҿ͚ͯ縁಺ࣼ面

Δ͕ɺਤ͜ى৅͕ݱΉۼ͕ 3�・3�ʢಉܗ �� ߸・3� ߸ʣ

のΑ͏ʹ縁಺ࣼ面΍֎पಥઢ・ࣃڒจΛΈΕ͹鋳Ҿ͚͕

�� ۉ向Ͱൃੜ͍ͯ͠ͳ͍͜と͕֬ೝͰ͖ɺ෯のෆํ࣌

Ұ͕造ᝎʹΑΔ΋のと෼͔ΔɻຊߘͰ͸Ҏ্のਪଌΛड़

΂ΔʹとͲΊɺ3% εΩϟϯσʔλʹΑΔূݕΛผߘʹ

վΊ͍ͨɻ

鏡ʣ・ਤ 3�ʢ�3 ߸鏡ʣ・ਤ 3�ʢ�� ߸鏡ʣɺʮ� ܭʯ͸ܕ

� 面༗Γਤ ��ʢ�� ߸鏡ʣ・ਤ ��ʢ3 ߸鏡ʣとͳΔɻ

ɹ౳ลತઢ͕͘ڧ௖角͕େ͖͍ � ڧとɺ౳ลತઢ͕ܕ

͘௖角͕খ͍͞ � �ͿΜଟ͍ɻ͍͕͘ܕ 面のͳ͔の֎۠

಺ଆのࣃڒจ΍಺۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒจɺքࣃڒݍ

จͳͲෳ਺ݸॴのࣃڒจ౳ลのತઢの࣭΍௖角͸͓͓Ή

ͶಉҰʹଗ͍ͬͯΔɻ研磨্͛࢓の面͔Β͸ɺತઢ͕ڧ

͍΋の͸ɺࣃڒจΛ౐͍Ͱ౳ลのྏઢΛӶ角ʹ౐͗ग़͢

ͨΊと͑ߟΔ͜と΋Ͱ͖Δ͕ɺ3 の౳ล角ؙ͕·Δ΋ܕ

の΋ � 面༗Γɺ研磨Λྀͯ͠ߟತઢΛൃੜͤ͞Δ造ᝎ

Ͱ͋ͬͨの͔͸৻ॏʹ൑அ͢΂͖Ͱ͋Ζ͏ɻதͰ΋ਤ

3�ʢ�� ߸鏡ʣ͸౳ลತઢ͕΄とΜͲແ͍͕౳ล角͕Ӷ

角Ͱؙ·͍ͬͯͳ͍ࣃڒจͰɺଞの鏡と͸ҟͳΔɻ͜の

Α͏ʹະ研磨ࣃڒจのܗঢ়ʹ͸傾向΍ಛ௃͕ΈΒΕΔ͜

と͔Βɺޙࠓ͸ 3% εΩϟϯのϙϦΰϯσʔλΛར༻͠

ͯɺ౳ล΍ఈลͳͲのਖ਼֬ͳ਺஋Λ೺Ѳ͠ݕ౼͢Δඞཁ

͕͋Δɻ

Ⅶ．鏡体造笵技法からみた外周突線と鏡縁内
　　斜面下角の谷線の弧との幅の不均一の問題

ɹຊࣩօௐࠪの造ᝎํ๏ʹؔ࿈͢Δ߲ࣄとͯ͠ɺ֎पಥ

ઢと縁಺ࣼ面Լ角の୩ઢのހの෯͕ɺಉҰ鏡಺ʹ͓͍ͯ

ҟͳΔと͍͏໰୊͕༗Δɻ9 ઢಁաࡱӨࣸਅͰ֬ೝͨ͠

಺෦ُ྾͕ແ͍Օॴの໨ࢹൺֱͰ͸ɺ黒塚鏡 33 面の͏

ͪɺಉܗ �� ߸・3� ߸΍ɺಉܗ �� ߸・�� ߸ɺ�� ߸ɺ

�� ߸ɺ�3 ߸ɺ�� ߸鏡ͳͲの֎पಥઢと縁಺ࣼ面Լ角

の୩ઢのހの෯͕程度のࠩ͸༗Δ͕ಉҰͰ͸ͳ͍ɻਤ

3�・3�ʢಉܗ ��・3� ߸鏡ʣの֎पಥઢ্ʹ഑ஔͨ͠

ਖ਼ԁのനഁઢ C Λج४ʹͯ͠ΈΕ͹ɺ縁಺ࣼ面Լ角の୩

ઢの͕ހਖ਼ԁͰ͸ͳ͍と֬ೝͰ͖Δɻ֎पಥઢΛͨ࣋ͳ

͍黒塚鏡 3 面ಉܗの �・��・33 ߸鏡͸ɺ֎۠֎ଆࣃڒ

จଳの � ͭのࣃڒจΛ֎向͖ೋ౳ล三角ܗとͨ͠と͖

ʹೋ౳ล三角ܗの͍۠ߴ͕͞ߴҬと௿͍۠Ҭ͕༗Δ͜と

͕෼͔͍ͬͯΔ͕ �ʣɺ͜Ε͸ࣃڒจΛ縁಺ࣼ面Լ角の୩

ઢの্ހʹೋ౳ล三角ܗの௖఺Λ഑ஔ͠ɺೋ౳ล三角ܗ

ఈลʹ͋ͨΔԁ͔ހΒ縁಺ࣼ面Լ角の୩ઢのހ·Ͱのڑ

཭͕ҟͳΔͨΊと͑ߟΒΕɺ֎पಥઢΛͨ࣋ͳ͍ଞの �

面の黒塚鏡΋縁಺ࣼ面Լ角の୩ઢ͕ਖ਼ԁͰ͸ͳ͍΋の͕

༗ΔとࢥΘΕΔɻਤ 3�・3� ΋ 9 ઢಁաࣸਅͰ֎पಥઢ

पลʹ಺෦ُ྾のӨڹʹΑΔม͕ܗແ͍͜とΛ֬ೝͯ͠

��



磨˰׬੒ɺの全޻程Λൺֱ・၆ᛌ͢Δ͜と͕Ͱ͖ɺ鋳造

ٕज़ऀのචऀʹとͬͯۃΊͯڵຯਂ͍΋のͰ͋ͬͨɻे

਺೥લɺੁ୩จଇ͕ࢯ౷ׅͨ͠த֤ࠃ஍Ͱの੨ಔ鏡ௐࠪ

୔面ޫ・׈จ΍ᭃͳͲ͸౐ੴ研磨ͯ͠ฏࣃڒՃ͠ɺࢀʹ

Λͭ͘Γ鏡ҙঊのඒతޮՌΛ্͛࢓ͰߴΊΔとയવとߟ

͍͕͑ͯͨɺ黒塚古墳三角縁神獣鏡 33 面͕ɺ͜Ε΄Ͳ

ະ研磨面͕ଟ͘ɺ研磨ͨ͠Օॴ΋程度͕༷ʑͰɺ縁֎ࣼ

面Λ切Լ͚ͩͰऴྃͨ͠ঢ়گ͸ɺߟ古ֶ஌ࣝの๡͍͠ච

ऀʹとͬͯ༧૝֎Ͱ͋ͬͨɻその൓面ɺະ研磨Օॴ͕ଟ

͍͜と͸造ᝎํ๏ݕ౼のࢿྉ͕ଟ͍͜とͰ΋͋Γɺຊߘ

Ͱ৮Εͨࣃڒจと֎पಥઢの໰୊Λ͞Βʹݕ౼͍ͨ͠ɻ

ද � の ��ʮ鋳Ҿ͚ʯ͸ɺԃ・౬ಓ・౬ޱのઃܭɺ஫౬

ਓ޻ɺ͠ڹのᝎの傾͚角度ɺ౬のԹ度ɺᝎのԹ度͕Ө࣌

ूஂ͕վળ͠༺ղ・஫౬ٕज़Λ向্ͤ͞Δ͜とͰ҆ఆ͠

ͯ鋳Ҿ͚Λ๷͙͜と͕Ͱ͖Δ͕ɺ� 面͕ʢ$ʣɺ�� 面͕

ʢ#ʣͰ鋳Ҿ͚͕ଟ͘の鏡ʹൃੜ͍ͯ͠Δɻ͜Ε͸ಉܗ鏡ɺ

୯ಠ鏡ʹؔ܎ͳ͘ΈΒΕɺ޻ਓूஂのதͰൺֱత؆୯ʹ

఻ঝٕ͠ज़վળと஝ੵ͕Ͱ͖Δ಺༰Ͱ͋Δʹ΋͔͔ΘΒ

ͣɺそΕ͕ҝ͞Ε͍ͯͳ͍ɻ鋳造ٕज़ऀとͯ͠ଞの三角

縁神獣鏡΍ଞのࣜܗの鏡の͜ΕΒのٕज़Λܧଓͯ͠ݕ౼

͍ͨ͠と͍ͯ͑ߟΔɻ

ɹද � の ��ʮ͖ΒΘΕഽʯ͸ɺಉᝎ鏡Λ鋳造͢ΔͨΊ

ʹҙਤతʹ஫౬࣌ʹᝎ಺ʹΨεΛൃੜͤͨ͞ �ʣと͍͏

ਪଌのࢿ౼ݕྉとͯ͠評価͠ɺ��ʮۜന৭ʯ͸ߴऎ੨

ಔ͕͢ݻڽΔと͖の৚݅Ͱその程度͕ҟͳΔのͰ͸ͳ͍

͔と͍͏ਪଌΛ΋とʹ評価ͨ͠͠ࡌهɻ͜ΕΒ͸ɺܧଓ

ɻ͍ͨ͠౼ݕͯ͠

ɹຊߘͰ͸ࣩօௐࠪͰಘΒΕͨ造ᝎٕज़ɺ஫౬ٕज़ɺಉ

͍ͯ͠ࡌهΛ࡯ߟとそのࡉ鏡ٕज़ͳͲのௐࠪ಺༰のৄܗ

ͳ͍ɻ͜ΕΒ͸ผߘʹվΊͯใ͍ͨ͠ࠂɻ

ँࣙ

ɹ33 面のࣩօௐࠪ͸ߟݪ־古ֶ研ڀॴͰ ���� ೥ �� ݄͔Β

���3 ೥ 3 ݄·Ͱܭ � ճɺԆ΂ �� ೔͓ؒ͜ͳͬͨɻௐࠪͰ͸

ڠの͝ࢯҰ৾ݪٶ�ॴڀ古ֶ研ߟݪ־ॴ͓Αͼڀ古ֶ研ߟݪ־

֎ॴʣ͔Β縁ڀ古ֶ研ߟݪ־ݩʢࢯಋΛಘͨɻதҪҰ෉ࢦ͝ྗ

ࣼ面の切Լࠟ੻ࣸਅのఏڙΛड͚ɺචऀΒの໨࡯؍ࢹのߟࢀ

とͨ͠ɻઘ�෢ࢯʢߴদ塚古墳นըؗʣの៛ີͳ 33 面のه࡯؍

࿥Λߟࢀʹ͍͖ͤͯͨͩ͞ � ճのௐࠪのେ͖ͳࢦ਑とͳͬͨɻ

鏡のจ໊༷শのҰ෦͸ਗ਼ਫ߁ೋࢯʢߟݪ־古ֶ研ڀॴʣʹ͝

Ⅷ．まとめと展望

ʢ̍ʣ·とΊ

ɹ鋳্͕Γ程度と্͛࢓程度ʹ໌֬ͳ૬ؔ͸ݟΒΕͳ͍

͕ɺ鋳্͕Γ௿程度ʢ#ʣの 3 面͸ߴ্͕͛࢓程度と͍

͏傾向͕ΈΒΕΔɻ黒塚鏡 33 面಺ͰのൺֱͰ͸ߴ程度

評価ʹͳΔ͕ɺ಺۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒจ΍քݍのڒ

จͳͲ͕ະ研磨の΋の͕ଟ͘ɺҰൠతͳ鏡എ面の研磨ࣃ

͔ΒΈΕ͹黒塚鏡の্͛࢓͸௿程度Ͱ͋Δɻ׬ᘳʹ研磨

ͨ͠鏡Λʮ্の্ʯと͢Δとɺ33 面のͳ͔Ͱ࠷΋ߴ程

度の �� ߸鏡͕ʮ্のԼʯɺ֎۠ࣃڒจΛ研磨͍ͯ͠Δ

͕಺۠֎पจ༷ଳのࣼ面ࣃڒจ΍քݍのࣃڒจ͕ະ研磨

の΋の͕ʮதの্ʙԼの্ʯɺ縁֎ࣼ面ʢ˚ʣͰ縁಺ࣼ

面ΑΓ಺ଆ ʢ͕ʷʣの΋のʢᭃのෆ໌΋ؚΉʣ͕ ʮԼのԼʯ

ͰɺそΕͧΕの্͛࢓程度Ͱʮ�ʯ಺の෯Ͱ程度͸ಈ͘ɻ

程度͸ߴ࠷ �� ߸の � 面͚ͩͰɺそのԼのϥϯΫ͸͓͓

·͔ʹ �� 面ʢ3�ˋʣ͕ ʮதの্ʙԼの্ʯɺ�� 面ʢ��ˋʣ

͕ʮԼのԼʯͰଞ͸தؒとͳΔɻʮ্ʯ͕ � 面͚ͩͰɺ

3�ˋ͕ʮதの্ʯҎԼͰɺ��ˋ͕ʮԼのԼʯと͍͏の͸ɺ

黒塚鏡 33 面全ମの্͛࢓ਫ४の௿͞Λ͍ࣔͯ͠Δɻ

ɹ縁֎ࣼ面切Լ切削ʢ˚ʣ͕ �� 面΋͋Γɺその͏ͪの

�� 面の縁಺ࣼ面͕ະ研磨ʢʷʣͰɺ֎۠֎ଆ・಺ଆڒ

จະ研磨ʢʷʣ͕ࣃ �� 面ʹ΋ٴͼɺ͍Θ͹࠷௿ݶの࢓

্͛の΋の͕໿൒෼ؚ·ΕΔɻ

ɹ鋳্͕Γ程度と縁֎ࣼ面ʢ˚ʣとʢ˓ʣのؔ܎Λ၆ᛌ

ͯ͠΋ɺԿΛج४ʹͯ͠縁֎ࣼ面ʢ˚ʣとʢ˓ʣʹ෼͚

ͨの͔͸ෆ໌Ͱ͋Δɻ͔͠͠ɺ縁֎ࣼ面ʢ˚ʣのଟ͘͸

鏡എ面研磨程度͕ʮԼのԼʯʹͳΓɺ縁֎ࣼ面ʢ˓ʣ͸

จ΍ᭃΛ研磨͠ଟ͕͘ʮதの্ʙԼの্ʯとͳࣃڒ۠֎

ΓɺԿΒ͔の൑ఆج४͸༗ͬͨ΋のとࢥΘΕΔɻ

ɹ研磨ޫ୔のඒతޮՌ͕ظ଴Ͱ͖Δ֎۠֎ଆࣃڒจະ研

磨ʢʷʣ͕ �� 面ʢ��ˋʣͰɺ಺ଆࣃڒจະ研磨ʢʷʣ

�� 面ʢ�3ˋʣと͍͏ߴൺ཰͔Β΋ɺ鏡എ面のඒతޮՌ

Λྀͨ͠ߟҙঊΛແج্͛࢓ͨ͠ࢹ४Ͱۀ࡞Λऴྃͨ͠

と͍͑Δɻ

ʢ̎ʣల๬

ɹಉҰ古墳の三角縁神獣鏡 33 面の研磨・鋳造程度ௐࠪ

͸ɺ造ᝎ˰ᝎ߹Θͤ˰ᝎの஫౬角度ܾΊ˰༺ղ˰஫౬˰

ᝎ͹Β͠ʢ鏡のऔΓग़͠ʣ˰ԃ切அ˰切Լ切削˰౐ੴ研

����

黒塚古墳三角縁神獣鏡全 33 面の切削研磨程度・鋳造程度の評価とその傾向



Δɻͳ͓ɺࣸਅ͸ɺ͢ँײ͘ਂʹҐ֤・ؔػɻ͍͍ͨͩͨࣔڭ

Λड͚ͨɻڙॴ͔Βఏڀ古ֶ研ߟݪ־

ɹද � の 33 面の切削・研磨ͳͲの程度൑ఆ͸ઌͣ三ધ͕ॱʹ

୯ಠͰ൑ఆ͠ɺ͞ΒʹௐࠪΛਐΊͳ͕Β全ମの評価のݟ௚͠・

େֶのֶੜʢ鋳ۚࢁɺ෋࣌のௐࠪʹɺ౰ޙ࠷ೝΛॏͶͨɻ֬࠶

ઐ໳ʣの৿࡚୓磨ࢀ͕ࢯՃ͠ɺ三ધとڞʹ全鏡の程度൑ఆの࠷

ऴ֬ೝΛ͓͜ͳ͍ � ਓの໨Λ௨ͯ͠൑ఆΛ֬ఆͨ͠ɻௐࠪථの

੔ཧɺจ͓͜͠ࣈɺ評価දの࡞੒ͳͲΛ͓͕͜ࢯࢠޫాࢁͳͬ

ͨɻਂ͘͢ँײΔɻ

ɹຊ研ڀ͸ +414 Պ研අ�+1��)�3���ʢʮ੡ٕ࡞ज़Λ࠲ࢹとͨ͠

三角縁神獣鏡のฤ೥とੜ࢈ମ੍研ڀʯ୅ද�ੁ୩จଇɺج൫研

ʢ#ʣʣɺ͓Αͼڀ +1��)����� のॿ੒ۚΛड͚ͨ΋のͰ͋Δɻ

ம

̍ʣ三ધԹঘ�����ʮಉܗ三角縁神獣鏡 3 面の鋳造・研磨・૷

০ੑʵ黒塚古墳ग़౔ � ߸・�� ߸・33 ߸鏡の程度評価ʹ

ΑΔੜ࢈ঢ়گのҰ࡯ߟʵʯߟݪ־古ֶ研ڀॴฤʰߟݪ־

古ֶ研ڀॴ࿦ूʱୈ ��ʮ૑ཱ �� प೥ه೦�ʵۭؒ・ͻと・

૷০ʵʯീ໦ॻళɺQQ��������

̎ʣΩαήʹ͍ͭͯ͸ɺિా෋߁ ����ʰ鋳ۚ・ூۚ・஁ۚʱ

ཧ��3ֶ̐ࣾ޻ Ͱɺʮl 切ΓԼ͛ z とݺͿの͕ຊ౰ʯとͯ͠

͍Δɻ՛ࢠ�ຬ ����h ٕज़γϦʔζ��ۚ޻ ேɦ૔ॻళͰ͸ʮ切

Լʯと͍ͯ͠هΔɻ߳औਖ਼඙ ����ʰۚ޻の఻౷ٕज़ʱཧ

���ֶ̎ࣾ޻ とɺࣛऔҰஉ ���3ʰඒज़鋳෺のख๏ʱΞά
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